（第２４号書式（Ａ））
	業務処理区分コード

	５４５１５３


担保返戻依頼書
（手形・電子記録債権・証書貸付債権）
年　　月　　日
日 本 銀 行　御中（届出印）



	（依頼人）




	






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



当方から貴店へ担保に関する基本約定（担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）を含みます。）にもとづく根担保として差入れた手形、電子記録債権または証書貸付債権について、下記のとおり返戻を依頼します。
記
	担保目的物区分
	邦貨手形：５１
	証書貸付債権：６１

	返戻依頼人コード（７桁）
	
	

	返戻・一部返戻区分
	返戻：１
	一部返戻：２



	返戻を依頼する根担保

	整 理 番 号（１１桁）
	返戻金額

	
	円

	
	円

	
	円

	
	円

	
	円

	合計金額
	円


以　上
	日本銀行使用欄

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	送信権限者










（注意）１．「依頼人」欄は、依頼人である担保差入先の金融機関等店舗名を記載するほか、日本銀行の窓口に提出する場合に限り、代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。この場合、役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。
２．「担保目的物区分」欄は、該当項目に○印を付ける。返戻を依頼する担保が電子記録債権の場合には、担保目的物区分に従って○印を付ける。
３．「返戻・一部返戻区分」欄は、手形類似電子記録債権以外の電子記録債権または証書貸付債権の場合に該当項目に○印を付ける。この場合において、一部受戻日に期日担保返戻が取消された担保の返戻依頼を除き、「返戻：１」に○印を付ける。
[bookmark: _GoBack]４．「返戻を依頼する根担保」欄は、最大１０行まで追加することができる。
５．日本銀行の窓口に提出する場合には、本書式は両面印刷のうえ使用する。
６．日本銀行では、所定の規則に基づき、日本銀行業務オンラインにより本書式が提出された場合には、代表者またはその者から権限を付与された者から提出されたものとして取扱う。






